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【平成２５年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に 

遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 

（意見等） 

本研究は、フラーレンなど種々の機能性分子を内包したナノチューブハイブリッド物質（ナノピーポ

ット）の系統的合成と物性評価を目指したものであり、幾つかの重要な進展が見られ、概ね順調である。

特に、多彩なナノピーポットの合成、また高分解能 TEM 観察によるそれらの構造評価が着実に進展し、

これを用いたナノチューブ内でのナノリボン・チューブの創製（ナノリアクターの可能性）に優れた成

果が得られてきた事は高く評価される。一方で、これら新物質の電子物性評価を始めとした新規物性探

索研究は、当初計画より遅れが見られ、研究全体においてこの点は極めて重要であることを考慮すると、

今後の一層の努力が必要である。 

検証結果  当初目標に対し、概ね期待どおりの成果があったが、一部期待された成果が上がらなか

った。 

本研究は、種々のフラーレンなどをナノチューブに内包した、ハイブリッドカーボンナ

ノチューブの合成と物性機能開発を目指したものである。カーボンナノチューブのナノス

ペースを用いて、様々なナノピーポットの合成をはじめ、多様な未踏ナノ物質の創製に成

功しており、電子顕微鏡による構造解析も進展している。これらは新しい物質の科学とし

て高く評価できる。また、その成果は多くの国際的学術誌に報告されている。しかしなが

ら、当初の計画にあった、新物質の電子物性評価などの機能開発、電子デバイスの構築に

ついては、進捗が十分でなく、期待された成果が上がっていない。 
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